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　③自由意見

2 3 4

1 2 3

1 2 3 4

1 2 3 4

いいえ

3

1 2 3

※1　消化器内科、呼吸器内科など内科に分類される診療科目
※2　消化器外科、呼吸器外科など外科に分類される診療科目

18.その他

 4.在宅専門診療所

2
ほぼ

できている

　②かかりつけ医を持つことは住民の中に広がっていると思われますか。

 4.アレルギー科

 5.リウマチ科

10.ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科

11.眼科

 9.整形外科

17.救急科

16.病理診断科・臨床検査科

4

6.健康増進・疾病予防のための評価や対応

7.患者の病状に応じた適切な専門医療機関の紹介

8.紹介した患者の入院中の診療のサポート

9.退院前ｶﾝﾌｧﾚﾝｽにおける医学的ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

15.麻酔科
標榜診療科目

 3.皮膚科

 6.小児科 12.耳鼻咽喉科

施 設 基 準

 5.上記の届出はしていない

 3.機能強化型在宅療養支援診療所(連携型)：連携医療機関数（貴院を含め　    機関）

 2.機能強化型在宅療養支援診療所(単独型)

 1.在宅療養支援診療所

 〇貴院の施設基準の届出についてお教えください。（1つ選択）

　　※在宅療養支援診療所：他の医療機関等と連携を図りつつ、24時間往診、訪問看護等を提供する
　　　　　　　　　　　　　診療所として、地方厚生局長等へ届出を行った診療所。

Ⅰ 基本的事項

住      所

診 療 所 名

管理者氏名

13.産科・婦人科・産婦人科 1.内科 ※1  7.精神科

 2.外科 ※2  8.泌尿器科

主勤務者の年齢

診療所の形態

   有床  ：　　床 

   無床 

1.20歳代　　2.30歳代　　3.40歳代　　4.50歳代　　5.60歳代　　6.70歳以上

 〇貴院が標榜されている診療科目をお教えください。（複数回答可）

開設日

14.放射線科

3
あまり

できていな
い

4
できていな

い

1

4

はい

4

1

5.患者家族等への心理面の評価や対応 1

4.患者の心理面の評価や対応

10.介護保険のｹｱﾌﾟﾗﾝ作成における医学的ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

3.患者家族等への社会・経済的側面の評価や対応

1 2

11.継続して診療を提供している患者の時間外での病状
悪化に対する対応（電話による相談等）

Ⅱ かかりつけ医について

2 3 4

1 2 3

1 2 3 4

4

1 2 3 4

2 3 4

1.諸臓器の総合的な診療提供

2.患者の社会・経済的側面の評価や対応

　①かかりつけ医に係る次の役割について、貴院が該当すると思われる個所（1か所）に〇印をお願いします。

1
できている



・

（ ・ ）
・

（ ・ ）

1 ２４時間３６５日対応している（貴院単独で対応）

2 ２４時間３６６日対応している（地域の他の医療機関と協力しながらで対応）

3 曜日・時間帯によっては状況に応じて対応している

4 その他　→（具体的に・・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5 往診は行っていない

  1 日常の健康管理等を行う診療所・中小病院（かかりつけ医）

2 在宅療養支援診療所

3 在宅療養支援病院 4 在宅療養後方支援病院

5 救急医療や高度医療を行う拠点的な病院 6 緊急時に入院可能な病院や有床診療所

7 病院の退院支援部門（MSW,退院支援ナース等） 8 訪問看護ステーション

9 歯科診療所 10 薬局

11 地域包括支援センター 12 居宅介護支援事業所（ケアマネージャー）

13 在宅介護支援センター 14 相談支援事業所

15 訪問介護事業所（ホームヘルパー） 16 リハビリテーション事業所

17 介護老人保健施設（老健） 18 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

19 保健所 20 行政（保健所除く）

21 特にない

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

　③自由意見

　②貴院で往診の実施について、最も近いものを教えてください。（1つ選択）

　③貴院が、在宅医療を行う上で連携している機関を教えてください。（いくつでも）

　④在宅療養に対する関心・イメージについてお教えください。（各項目１つを選択）

1.往診

2.訪問診療

3.在宅患者訪問看護・指導

いいえ

1 2 3

1 2 3

5.訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝの指示書の交付

6.自宅や施設等での看取り

※初期救急医療：主に救急車等によらず自力で来院する軽度の救急患者への夜間及び休日における外来医療

いいえ

はい

4.在宅患者訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ指導管理

　①貴院で行われる在宅療養の実施状況をお教えください。（併設サービスは除きます）（各項目１つを選択）

はい

はい いいえ

いいえ

Ⅳ 在宅医療の提供状況について

　②休日急患センターの当番医あるいは輪番医をされていますか。

　　-1 上記「いいえ」の場合：協力は可能ですか。

　①早朝、休日、夜間の救急診療を実施されていますか。

区分
1

実施してい
る

2
検討中

3
実施の
予定なし

　　-1 上記「いいえ」の場合：実施は可能ですか。

はい

Ⅲ 初期救急医療の提供状況について



2 3 4

1 2 3 4

4

1 2 3 4

項目

1.在宅医療に関心がある

2.現在の立場で在宅医療の取組を増やしたい

3.在宅医療は医師の時間的拘束の負担が大きい

4.在宅患者に関する連絡や文書作成など負担が大きい

5.在宅医療を望む患者は増えている

6.在宅医療をするには複数の医師で分担する必要がある

7.今後、在宅医療は推進すべきである

1

1

1 2 3

1 2 3

1.感染症定点観測への協力

2.行政が実施する健康相談、保健指導への協力

3.定期予防接種の実施

4.住民を対象とした講座等での講演

5.地域行事（健康展、祭り、地域スポーツ行事
等）への医師としての出務

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1
実施してい

る

2
検討中

3
実施の
予定なし

2 3 4

1 2 3

　　-1 上記「2.現在活動」の方：現在受け持たれている事業所数などについてお聞かせください。

事業所　　　　　　（　　　　　　所：　うち学校産業医　　　　　　　校　）

　①産業医として、活動されたことはありますか。 1.過去活動　　2.現在活動　　3.実績なし

　⑥自由意見

8.在宅医療の制度的な仕組みがわかりにくい 1 2 3 4

2
少し

そう思う

3
あまり
思わない

1 2 3

4
思わない

4

1 2 3 4

1
そう思う

　④自由意見

　③公衆衛生活動に関して、お教えください。（各項目１つを選択）

中学校　　　　　　（　　　　　　校　）

小学校　　　　　　（　　　　　　校　）

幼稚園・保育所　　（　　　　園・所　）

高等学校　　　　　（　　　　　　校　）

　②学校医・園医として、活動されたことはありますか。 1.過去活動　　2.現在活動　　3.実績なし

　　-1 上記「2.現在活動」の方：現在受け持たれている校数・園数についてお聞かせください。

　⑤複数の医師が連携して行う診療（グループ診療）により在宅医療を行うことをお考えですか。

1.既に行っている　　2.行いたい　　3.前向きに検討する　　4.現時点では態度保留　　5.行わない

Ⅴ 産業医、学校医、予防接種等の公衆衛生に係る医療提供体制について


